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福音書からのメッセージ 

ところが、その町に一人のやもめがいて、

裁判官のところに来ては、『相手を裁いて、

わたしを守ってください』と言っていた。 

（ルカによる福音書 18 章 3 節） 

 

イエス様は弟子たちに、気を落とさずに

絶えず祈らなければならないことを教え

るために、今日のたとえを語られました。

このたとえに出てくるのは、やもめと裁判

官です。聖書に出てくるやもめは、特に夫

と死別した女性を指すことが多いです。今

でこそ日本では女性も働くことができ、年

金などの社会保障もある程度充実してい

ますので、たとえ夫が先に天に召されても

何とか生きていくことはできます。 

ところがイエス様の時代に女性が夫を

亡くしてしまうと、その生活は一変してい

ました。子どもが彼女の面倒を見てくれた

らいいのですが、身寄りがないと生きてい

くすべがないのです。 

さて、やもめは裁判官に「相手を裁いて、

わたしを守ってください」と願います。や

もめは社会的にとても弱い立場にいまし

た。そのために、土地や財産を搾取される

ことも多かったそうです。それを防ぐため

に裁判を起こしたのかもしれません。 

ここで大事なことは、やもめは自分で自

分を守ることができないことをよく知っ

ていたということです。裁判官に頼らなけ

れば生きることのできない自分を、よく知

っていたのです。とにかく裁判官にこの状

況を聞いてもらわないといけないという

強い気持ちが彼女にあり、執拗に願ったの

です。 

さてイエス様は、絶えず祈らなければな

らないことを教えるために、このたとえを

弟子たちに話されました。つまりこのたと

えは祈りについてのたとえです。やもめの

願いは、祈りなのです。自分の力では生き

ていけないことを知

り、何とかしてくだ

さいと手を伸ばす。

すぐに聞き入れられ

なかったとしても、

門前払いにあったと

しても、何度も何度

も叫び続ける。それ

が祈りなのだとイエ

ス様は伝えるのです。 

根負けした裁判官

は、やもめのために裁判を起こします。し

かしそれは、やもめにこれ以上関わりたく

ないからでした。やもめとの関係を切りた

いからでした。ではわたしたちが祈りをさ

さげる神さまは、どうでしょうか。神さま

は、わたしたち一人一人を愛しておられま

す。わたしたちのことを大切にしてくださ

います。イエス様は言われます。「やもめ

のことを人とも思わない裁判官ですら、や

もめの願いを聞き入れたのだ。それならば

あなたたちのことを深く愛しておられる

神さまが、あなたたちの願いを聞き入れな

いはずなどないだろう」と。 

これが今日、聖書を通してイエス様がわ

たしたちに与えられた約束なのです。神さ

まは必ず聞いてくださいます。わたしたち

の心からの叫びを。魂の底から湧き上がっ

てくる嘆きを。だからわたしたちは神さま

にすべてを委ね、何度も何度でも願い求め

るのです。 

その祈りは必ず聞かれます。 
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